
騒

騒

認

轟

の
物
債
讐

鑑

賞
あ

關
係

災

巻

(第
二
號

我

国

現

時

の
物

債

騰

貴

と

通

貨

ε

の
關

係

τ

汐

・一

序
.

論

一
「
「
O

)
.

一
工
ハ
占
ハ

見

三
.

郎

吾
人
の
論

ぜ
ん
ε
す
る
は
、
世
界
戦
争
開
始
以
来

の
我
国
物
儂
騰
貴

が
通
貨
就
中
H
銀
兌
換
銀
行
券

と
如
何
な

る
關
係
を
有
す
る
や
の
黙

な
り
。

此
問
題
を
扱
ふ
に
當

り
注
意
ず

べ
き

の
事
項
二
あ

り
。
第

一
脚
本
問
題
の
本
質
が

ω
簿

昆

あ
ら
申
し
て
ω
⑦
[臣

.

な
る
事
こ
れ
な
り
。
近
頃
通
貨
偏
重
論
を
隅
ふ
る
學
者
覧

て
は
直
に
分
配
政
策
論
者
耐
會
政
策
學
書

し
て
敬

.

意
を
表
し
、
貨
物
重
覗
論
者
に
蜀

し
て
は
生
産
政
策
資
本
主
義

の
御
用
學
者

な
る
冷
語
を
下
.丁
の
傾
向
あ

り
。
さ

れ
果

問
題
は
政
策

の
前
彎

る
べ
き
根
本
問
題
に
し
て
、
結
論
た
る
政
策
よ
り
し
て
本
質
韓

る
本
論
を
演
繹

す
・
が
如
き
は
彊

の
顛
倒
た
・
の
識
髭

拳

。
第
二
鍵

問
警

實
磐

大
・
る
華
年

・
其
答
案
の
如
何

-に
依
り
て
或
は
暴
利
取
締
令
を
張
行
ず
べ
し
、
或
は
兌
換
券
牧
縮
を
断
行
す
べ
し
。
故
に
其
本
質
を
究
む
る
態
度

.

や
徹
底
的
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
俺
伽

を
捉

へ
て
之
を
攻
む
る
も
畢
竟
無
用
の
業

の
み

～≦
「。
も
⊆
一斤
「
に
迄
推
し

.

及
ぼ
さ

ゴ
る
べ
か
ら
季
。

凡
そ
物
贋
は
貨
幣

泣
貨
物

ε
の
交
換
比
な
り
。
從

っ
て
物
概

の
攣
動
を
説
明
す

る
に
當
り
、
其
主
要
原
因
を
貨

.

物
に
求
め
ん
、己
す
る
説
ご
粗
並
び
て
貨
幣
側

に
求
め
ん
ε
す
、る
の
論
存
す
。
而
し
て
比
熱
に
聞
し
て
は
學
界
未
だ

1)Fi・h・ ・,'P・ ・chasi・gP・w…fM…y
,P・e〔 ・,et。thefirst。diti。 耳.

2)輻 田 博 士 「何 な 調 卸 す る 」(太 陽 第 .二十 四 奮 第 十 二 號 入 貢 》'



.

泉

臨

董

洩

る

な

ヴ

。
、∵
.
唱
.
㌔
.

～
.
.

・

、
`
.
.

.

・
ド

:

:

・
.
.一

・
.

-

「

一
般
問
題
ご
し
て
の
勒
債
問
題
は
暫
一
措

き
、
我
國
現
時

の
物
償
騰
貴
に
騙
し
て
之
を
見

る
に
貨
幣
数
量
説
を

.

唱
ふ
る
論
者
、
貨
物
重
覗
論

を
主
張
す
る
の
學
者
相
年
ぱ
し
、
甲
論
乙
駁
蹄
着
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
遠

く

ヨ

ら

う

し

ア

.

は
小
川
博
士

の
論
文
最
近
に
於

て
は
大
藏
省
理
財
局
幅
出
博
士
山
崎
構
士
河
津
博
士
等
の
有
益
な
る
研
究
稜

々
腰

表
せ
ら
れ

つ
》
あ
り
。
唯
此
等

の
詩
論
二叉
は
一

二
三
の
例
外
を
除
き
て
は
ー

-
い
つ
れ
も
結
論

の
み
明
瞭
に
示

さ
れ
前
提
た
る
べ
き
数
字
的
根
撮

の
蒐
榮
に
關

し
て
は

一
基
手

一
投
足

の
勢
を
も
惜
ま
れ
な
る
が
如
し
。
こ
れ
此

重
大
な
、る
}学
術
的
諭
孚
が
.動
も
す
れ
ば
水
掛
論
に
終
ら
ん
と
す

る
傾
あ

る
所
以
也
。
全
部

の
骨
子
を
軍
純
な
る
撒

一
字

の
羅
列
に
止
む
る
本
論
丈
が
學
界
に
多
少
な
り
8
も
寄
興
す
る
所
あ
り
と
せ
ぱ
蓋

し
此
意
味
に
於
て
な
る
べ
し
。

二

本
.

論

7

第

=

余

の
研
究
方
法

.

我
国
現
時

の
物
償
騰
貴
は
其
重
大
原
因
を
通
貨

の
側
に
認
む
べ
き
や
、
將
穴
貨
物

の
側
に
求
む
円べ
.き
や
を
究

看

る
を
本
論
の
趣
旨

と
ず
、
從
て
余
は
戦
時
異
常

の
際

に
於
け
る
北
冥
騰
現
象
を
統
計
的
且
つ
蹄
納
的
に
論
究

せ
ん

ε
す
。
換
言
†
れ
は
余

の
研
究
方
法
は
具
艦
的
に
、
特
別
的
に
、
而
も
蹄
納
的

な
り
こ
す
。

　

　

　

む

.

一
、
・何

を
か
具
膿
胸

ご
云

ふ
。

我
国
現
時

の
物
償
騰

貴

ご
通

貨

ε

の
關

係
を
取

扱
は
ん

ε
す
る
な

り
。
三
島
o
冠
o
口

の

目
窪
σq
9
く
o
誹
ず
等

は
英
國
物

償
騰

貴

の
原

因

を
委
細
論

じ

な

る
も

、
そ
は

英
国

の
こ
ε
に
厨
す
。

我
国

の
こ
建

に
あ

一
ら
ざ

る
な
り
Q
我

國

に
は
砒
國

特
別

の
経
済

状
態
あ

り

ε
す
、
余

は
我

国
現
時

の
物
領
騰

貴

ご
通

貨

と
の
關
係
を

塒
事
問
題

我
国
現
時
の
物
便
騰
貴
ミ
鑑
貨
ピ
の
糊
鎌

第
八
巻

(第
二
號

　
二
一
)

二
六
七

-

r3)
4}
5)

兌換券 ミ物慣 ξ輸 出入 の關孫 々論 ず(経済論叢第三巻第三號).物慎
こ通貨 ⊂の關係 参考表 及参考圖表物債 騰貴 ご其 抑制方策

_、_6).物 但聾貴」ご瀞 塵舜 蕊の關係 田 本評論第 九†號)前掲論文



緊

問
題

我
塁

時
の
鴇

雲

量

讐

の
盟

.

更

糞

第
二
號

三

三

一=
ハ入

所

発
す
・
に
先
ち
、
.我
國
醇

の
そ
れ
を
明
に
せ
恋

し
、
通
募

梨

流
通
器

同

日
墾

馨

の
毎
皐

.

麹

行
、同
、
及
び
日
銀
調
東
京
大
阪
留

推
誉

つ
き
て
明
治
四
+
二
年
乃
美

正
二
年
の
最
近
五
年
間

の
毎
月

…
雫
均

を
探

り
次

の
如

き
季
節
的
攣

動

(も∩
o器
8
巴

診

。9
果
δ
巳

を
得

穴
り
。

7

月

十 十 十 九 入 七 六 五 四 三 二 一

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

.

通
貨
月
末
流
通
現
在
高

-

1

一

曳
r

-

1

」

自

然

鰻
モ
ド

喜
=
、
七
A
昌

四
茜

宮
内
肉

ヨ
O
一一、
六
六
一

四
八
一[
、
三
一
三

四
(
六
、
三
(
七

五
ξ

、
(
二
二

五
〇
二
、
阻
ロ
E

丑
=

、
二
五
〇

五
紀

、
(
一
〇

E
【
七
、
(
司三

五
二
八、
空
晶
〇

五
金

、
(

、
玉

野

敷

八
・七
忌

へ
・大
西

八
・
ゼ
0
一
.

八
夫

く
三

(
・
七
(
穴

(
・
七
一
圏

べ
・ゼ
O
】

(
・
苦

く

(
・
ゼ
2

(
・七
四

(
・
ゼ
三

(
・
巽

六

前

月
比

較

自

然

数

%

干
に

△

　
O
・六
四
訂三
九
、
二〇
内

日
銀
兌
換
券
毎
月
李
均
登
行
高

-

1
一

>

l
l
I
I
I
-
ー
ノ

△

E
∴

八

凪
】δ
」
」空

十

一
・
凪
』

乱
0
0
、
O
六
六

△

四
・
O
「

㎞一
八
五
、
二
型
四

十

〇
人

四

袖兄
四
ご
=
四

十

六
・
四
六

冒=
六
-
九
(
0

△

」
]
九

六

「三
〇
歯

七
二

ー
丁

一
・
七
四

冒=
湘
、
四
二
(

△

0
・
二
(

暑
δ

、八
穴
几

「†

一
『
E
七

ユ

三
、
隅
O
(

△

0
.
一七

…一=
=

£
δ
虹

十

ご
7
西
武
・
呂
五
〇
、七
悉

封

撒

く
.
E
さ

八
・
昔

置

(
・
四
老

入
。
署

O

(
・
契

(

(
・
五
9

(
丘

O
E

〈
・
吾

四

(
・E
臭

(
.
五
〇
(

(
・
吾

六

(
・
蓋

置

+△++△++△ △ △ △ △ 前

警 守??マ 苧?7替 早 見
宅 茜果 窒量 δ茜 影 響二 天 死%較

自

然
数干

円

一一西
・五
八

三
亨

0
0

「
二
E
・
一=
　

一
二
五
・
回転

二

季

尭

夏

芽

二

一
茜

・
窓

ご
豆
二
死

一
]曇
・
六
】「

ご
一穴
壱

八

一
二
六
こ
ヨ

ご
夫

・
六
話

東
京
物
償
指
数
,

-

1

一

》

1

一

り

封

彫

.

昌
・
O
窒

一丁
晃

六

一7
0
九
七

二
.
0
突

「丁
0
究

〕
下
見

七

二
・
兄

…八

二
・
晃

ハ

一丁
一
一]昌

「丁

一
呈

一=

三

二
・
一
旦

労
慮

十 △ 十 十 十 △ △ 十 十 十 十 △

00⊂ ⊃00⊂ コvOOOO.

垂 …豊自 発西 三 葉美 ま 火夫 …皇

自
然
数

チ
　

一
胃=
「惑

〇

一
号
丁
一
口

;
三

⊥
完

;
三
・
二
識

一
骨三

●
七
(

=
一二
・凪
蝋

;
「
二
・
(
八

三

嵩
∴
六

三

四
・
発

コ
西
・
己
(

一
一晶三
・
七
〇

三

四
・
へ
四

大
阪
物
債
指
数

-
1
一封
鍛

}
了
一
一三

一丁

三

〇

昌
・
一
一三

二
・
三

四

三
・
=
三

二
・
一
一三

「丁

ご
三

,

一「・
=
酉

二
・
三

八

「丁
三

(

皿丁
三

六

}=

一
元

十 △ △ 十 十 千 △ △ 十 十 △ △ 前

月???
丁 「)ヨ?????丁 比

盆 暮 美 男 三 五 忌 美 里 竪 岩 茜%較

此
表
に
依

て
之
を
観

る
に
我
國
半
時

の
経
済
事
情

達
し
て
通
貨
物
償
共

に
季
節
的
攣
動
に

一
定

の
規
律

の
存

す

一
・
を
知
・
な
り
。
即
ち
通
貨
は
年
末
に
獲

し
其
後
漸
次
収
縮

し
て
四
月
窒

り
て
谷
に
達

し
斐

艦

を
繰
返

.

し
て
十

二
月

に
於

て
は
波
動

の
山
に
達
す
る
な
り
。
日
銀
兌
換
券
も
大
鴉
こ
れ
ご
類
す
る
も
只
谷
が
五
月
な
る
が

重
大

な
る
差
異
の
み
、
而

し
て
其
波
動
な
る
や
通
貨
兌
換
券
裏
方
共
に
比
較
的
顯
著
な
り
。
反
之
物
、償

の
季
節
的

愛
動
は
極
め
て
微

々
挺
り
。
而
し
て
土
牢
期
よ
り
下
年
期

に
入
り
て
騰
貴
の
傾
向
を
示
し
東
京
は

「
月

が
谷
に
し



編

舞

鶴
諮
齢

課
制動動い鍵
講
欝

縮
縫

畜・面し

涙

何
を
か
鋳

的
と
云
ふ
。余
の
饗

せ
ん
芋

　

馨

・
・
磐

・
ば
…

壽

の
誕

匹
あ
ら
ざ
差

織
騰
縫

麟
凱譲
灘
饗
欝

乱舞

ミ
、
最
後
に
鷺

的
と
官.
ふ
.
余
は
先
づ
解

騰
貴
　

欝

選

統
計
蒋

に
基
患

貿
に
「
カ
メ
ラ
」
鴛

「黙
焔
灘

纏

雛

畔醸灘

灘
懇

撫
欝

鴛
欺蘇

」

、
の
獲

姦

。

硬
貨
に
限
る
は
狭
・
に
失
す
・
異

・
預
金
誓

・
包
含
す
る
の
置
き
に
過
ぐ
る
螢

廃
嫡鱗
舞

舞

離
離
嫡購
.羅
難

露

擁

難

蕪
羅

　難
雛
　　羅

　灘
　　
.輪

乗纏

井
藤

鋸
難

解

て毎
月卒
均響

聾

訓、響

半
壊
..恥
、
.

.,



蝦

腰

謁

現
募

物
倒
醤

鑑

賞
あ

關
係

第
蓉

(第
二
號

三

四
)

二
ぎ

砦

日
銀
留

姦

(日
銀
物
償
叢

は

ぎ

・暴

・』

・壁

　
葛

そ
れ
ご
異

り
上
旬
中
旬
下
旬
の
指
数
皐

+
・

奪
醐縫

海

難

嚢
論
耀鐙
顯
鴛
馨
離
籍
購

噸

職

舞

皐

均
獲
行
高
に
}
項
を
製

逼
賀
月
末
流
通
現
在
高
商

標
の
取
誓

な
せ
り
・
曇

続

算

購

難

繍

騰

管

.目

.、惚

れ
に
則
り
π
坐

れ
日
銀
渤
贋
指
数
謝
漫
然
た
る
五
+
六
・明目
の
羅
・
に

櫨

余
・
務

詫

耳

・
藩

・
窺
・
歪

選

養

物
妄

警

の
關
係
に
移
鉦

て
本
間
讐

明
獲

解
決

撫翻

せ
ん
事
を
期
す

　

第
二
、
務

側
・
事
耀

於
・
物
露

婁

・
も
擢

饗

・
墨

着

癖

一
、
世
人
は
無
條
件

に
物
鋸

貝
ε
・耳
ふ
.
余
は
慎
重
に
其
里

叩
を
・
味
・
・

…

争

。
も
・
物
磐

以
・

撫

、・,
。昌
。.p
菅

.一。。
・。

の
鐸

語

な
塾

せ
ば
、
余

量

に

・
・
三

・・二
竃

・・e

を
課

し

て
償
警

し

・
我

國

現
警

所
謂

矧

留

讐

な
・
も
・
は
凝

務

の
馨

響

先
尋

蓊

鬱

・
其
・
霧

・
響

墓

明
・
せ

辮

　
ん

こ

す

む

お

　

　鵡
鰻
蕪

鬱

鬱
讐

確
礫
雛
難

蹴
　

一
々
の
務

。
錬

・
原
因
・
挙

繹

・
騰
婁

り
.
幕

養

誓

の
霧

砦

於
て
或
蒋

殊
の
貨
物
の
み

螺

㎜
が
黍

線
を
突
破
し
て
山
を
作
る
な
り
、谷
を
掘
る
な
り
。蕩

側
に
其
原
因
羨

め
ざ

る
べ
か
著

る
や
明
け
し
・
塒

層

.

冒



二
、
餐

ぱ
轟

轟

の
物
鰹

貴
の
査

や
如
何

第

一
表
(東
京
物
贋
指
数
)

余
は
之
を
事
實
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